
シニア向けのスマートフォンリテラシー向上施策

社会のデジタル化が進みスマホ普及率が高まっていく中、高齢者の中にはスマホの
基本操作もできない人が多いそうだ(1)。また、コロナ禍で遠くにいる家族とコミュ
ニケーションをとる手段として、スマホを難なく使えるようになりたい高齢者も多
く見受けられる(1)。そこで、主に高齢者をターゲットにしたスマホの操作方法のチ
ラシを作ってみて効果があるのかを調べてみた。今回はLINE上で写真の送信方法
に関するチラシを作成した。私たちの身近にいる高齢者に、LINEでの写真の送受
信方法をレクチャーしたところ、実際に写真を送ることができるようになっていた
ため、効果があると考えた。

1.背景
デジタル化が進み、高齢者のスマホ使用者の
中には、スマホの使い方がわからない人も多
いということが分かった。内閣府の調査「高
齢者の生活と意識に関する国際比較調査」

（1）によると、60歳以上でスマホを利用しない
理由で「使い方がわからない」と回答した人
が50.3％をしめ、これは第一位の理由であっ
た。そこで私たちは高齢者の方がスマホの使
い方を知りたいのではないかと考え、高校生
による「スマホ教室」を実施することにし
た。さらに付加価値として、高校生との交流
の場を兼ねるとさらによいのではないかと考
えた。

2. 方法

私たちが高齢者にできることはあるのかを考
えたときに、まずは高齢者の方々に直接聞く
べきだと考えた。そこで、私たちの身近にい
る高齢者である私たちの祖父母でスマホを
持っている方に口答でアンケートをとり、

「どのようなことをスマホを使ってやってみ
たいか」と聞いた。

以下アンケート結果

LINE　8人/13人

ゲーム　1人/13人

地図　　1人/13人

天気　　1人/13人

メール　1人/13人

アンケート結果より、高齢者のスマホを使っ
てやってみたいことがLINEだということが分
かったので、今回はLINE上で写真を送信する
方法を教えることにした。

　高齢者の方々がスマホを使いこなせるよう
になる方法を３つ考えた。

・プランA(大規模)

学校に高齢者を集めて、講習会を開く。

・プランB(小規模)

自分達の身近な高齢者に作ったスライド(図1)
を見せて、操作方法を一対一でレクチャーす
る。

・プランC(遠隔)

Zoomで繋いでスライドを見せながら、オンラ
インで一対一でレクチャーする。



図1：実際に見せたスライドの写真。高齢者を
ターゲットとしているため、アクセシビィリ
ティに配慮して作成した。(2)(3)(4)(5)

3.結果

今回はプランBとプランCを実行した。

プランAは、学校の使用許可を取ること、学
校に生徒以外の人を呼ぶことに関するセキュ
リティの問題などの障壁により、今回は実施
出来なかった。よって、プランAの結果は考
察により判断した。

○プランB

・対象　

今までLINEを使っていなかった70代女性1名

・成果

スライドを見せたり、直接教えたりすると
LINEで写真を送信する方法を理解してくれ
た。レクチャーしたあとは、なにも見ずに写

真を送信することができた。翌日、翌々日も
問題なく操作を行うことができた。

レクチャー直後：送信できた

翌日：送信できた

翌々日：送信できた

自分でできるまでにかかった時間は5～10分ほ
どで、やはりZoomより早かった。

・改善点

一対一で教えるため、大人数で行うには適さ
ない。大人数に教える場合は、プランA、プ
ランCで行うのが良いだろう。

○プランC

・対象　

今までLINEを使っていなかった70代女性1名

・成果

スライドを見せて写真の送り方、撮り方を理
解してくれた。時間をおいた2日後に1人で写
真を送ることができた。

・改善点

Zoomを繋ぐのは誰かパソコンを使う人がやら
ないと本人だけではできない。理解はしてく
れたが、時間として20分ほどかかり、プラン
Bと比較して効率が悪い。直接教えた方が時間
短縮できると思われる。

4.考察

・プランB、プランCの結果から、高校生
が高齢者にLINEの使い方を教えることは
できる。

・遠隔でするよりも対面のほうが効率が良
く、理解もしてもらいやすい。

・効率の観点からすると、大人数かつ対面
で行えるプランAが理想的であると言える
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が、各人に対するきめ細やかな対応が難し
いことが難点。

・一対一でかつ対面であるため、いちから
教える場合はプランBが良い。

●各プランのメリットとデメリット

〇プランA

◎メリット

・一度に大人数の人たちに教えることがで
きる。

・対面だから、困っている人などがいたら
その場で教えることができる。（臨機応変
な対応が可能）

・会場に大人数を集めることができ、いく
つかのグループにわかれて小規模で行った
り、全員が同じ大画面のスクリーンを見て
使い方を学んでもらったりと、自由度が高
い。

×デメリット

・会場の設営など、事前準備が必要

・人を集める方法を考えなくてはならない

〇プランB

◎メリット

・一対一だから分からないことがあるとき
はすぐに教えることができる

・自宅で行われるから、教える側も教えら
れる側も緊張しない

×デメリット

・教える側にもわからないことがあると
き、助けてくれる人がいないため困る

・一対一で行うのでプランAと比較して効
率が悪い

〇プランC

◎メリット

・一対一だから分からないことがあるとき
はすぐに教えることができる

・自宅で行われるから、教える側も教えら
れる側も緊張しない

・近くにいなくても、離れたところから教
えることができる

・感染症対策に効果的

×デメリット

・教える側にもわからないことがあると
き、助けてくれる人がいないため困る

・一対一で行うのでプランAと比較して効
率が悪い

・Wi-Fi環境が整っていないと実施できな
い

・Zoomに接続する操作は高齢者には難し
い

・効率の良さ

プランA>プランC>プランB

・高齢者の理解のしやすさ

プランB＝プランC>プランA

・アクセスのしやすさ

プランBがオンライン、オフラインともに

1番アクセスしやすいと考えた。

それに比べ、プランAは距離的にアクセス
しづらく

プランCは通信的なアクセスのしづらさが
あると

考えた。
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表１:各プランの項目別評価

A B C

理解度 (×) 〇 〇

アクセス (×) 〇 ×

効率 (〇) × ×

感染症対策 (×) × 〇

○…良い　×…悪い ()…推定

5.提言

検証から、高校生が高齢者にアプリの使い
方を教えられることが分かった。高齢者に
は、スマホなどの情報機器をうまく使える
ようになってもらったり、それらを活用し
孫世代である私たちと交流したりして、こ
れからの生活をより一層豊かなものにして
ほしいと考える。私たちは、その一環にも
なる、高齢者と高校生の交流として、「ス
マホ教室」をボランティア活動として実行
したい。しかし、私たちの理想とする、学
校を交流の場とし、学校近隣の高齢者たち
を集めて開催することは、様々な問題があ
り難しかった。例えば、学校の使用許可を
取ること、学校に関係者以外の人を呼ぶこ
とに関するセキュリティの問題、学校まで
高齢者の方々に来てもらう手段などであ
る。セキュリティの問題の解決方法とし
て、行政と地域、学校が連携して、マイナ
ンバーカードなどの身分証明書を提示する
ことで、個人のプライバシーを守りつつ、
身元の特定もでき、安全に学校に関係者以
外を入れることができるのではないかと考
えた。それから、学校に集めることが難し
い場合は、公民館や老人ホームなどの高齢
者の方々が集まるコミュニティに高校生が
出向く形での実施を行いたい。
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